
2006年 12月 23日

2月 市議会定例会 (イ 2尾 6日 宇 2 2日 )が 終了しました。
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いま、市内の小中学校の校庭|こカ レーと銀色の不思議な形の風車が設置
されてしヽる。これほ綾g♂中颯。著惑曇寺風理蜘l饗晨歯寵電機というも
ので、市が嬢撞轡の 「環境軽鶴鶴の躍鱚壌の議等電審f務暮盤」に名棄
りを上げ、国2億、市1億の税金を投入して設置した風力発電機である。
「つくば市まほろば事業」と名付すられたこの事業は、平成す6～

18年 度の 3ヶ 年で市内の全小中学校 52校 に小型風力発電機 75基 を設置し、その発電電力を売

電 した収益を元に地19/通貨 「車のネコらっざ」を発行することにより、量畷催歳轟の寵鮭量審歴

らし等那ら、錨壌惑寵 彗 晨を福母1、経擦の播機仙も進競rJ.ぅというもの。

/ぁ駄観覗協持Fを離覇軽現薔斯!翠聡識響賞饉騨ン鞍嬰
どで調査した結果、雑饗晨輸鶏寵寵の選遠韻穫還調趨評議 っ煽点が明らかになった。

つくば市の風の状況は、実際の計測値では年間平均2 5m/秒 。しかし、今回設置されたダリウス サ

ボニウス型」ヽ型風力発電機|よ2船 /秒以上にならないと稼働ヒ′ない。しかも、15m/秒 の風連時に1 0kw

の発電があるおヽ  45m/秒 を超える強風時ほ危険なのでセンサーで自動制止する仕組みとのこと。さら

に、風力発電システム缶じ御板の消費電力が約0 3kwか かる。これでは、売電どころではない。

この問題は、テレビ、新間でも報道されている。12月 議会では数電の議員73Nらの質問に対し、

爺最勝 「頼ヽ理露曲鶴塵の翁欝鰺書飼罐量越縄造もの郊懸 く▼韓馳畠の要鶴翰趣議も容避 鰺

冨岳ヽる3極 から畿寵選認r摩器韓蛭館じけも。穀齢、正事部じの購隆緑鵜縄燈のか翻慶、熊調

を翻綾や っ密け1る遇中種域る'ら。Jじ 欝籍。

しかし、市は平成イ6年 度、風況調査に1,750万 円を投じている。また、鳳力発電機の選定に

は専門家を複数含んだ槙討委員会が組織されたが、実際には検討委員が一□に会する会議は関かれ

ていなかったことが、永井議員 くつくば 市 民ネットワーク)の 一般貢間の中で戦らかになつた。

暴器議員F摩「議会懇愚羅 じ通事幾であ囀窃が発。購 。養餞農々援の議適館簿較換る影で鶴

鑓経率をつ』や害なもる魂盤総→擦く麗饉せおよぎ犠らず、☆越密繭轟琶姦鶴極轄える。3鞄 海ヽ

らじう薪る恐、惨っ偽Hはま越繰証載るここ鮮慈零Jと 発言。事業計画によれば、今後さらに国 霞

鶴。蕎 霞熊岳の強嬢密魔 チで 3曇 塞書設置載各需電であるが、つくば 市 民ネットワークは、

□らない風車に税金を投入することのないよう見張つてしヽきます。
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現在、跡地利用で問題に気づいた

圏迎俊貫都盤藩轄墳の題能を食じl

途 続 韻うこ運動を整めてはヽるのは

次の 3カ 所。

松代 5丁 目の公務員宿舎 6 4戸 の

跡地は、すでに6 0 0 0本 の樹木が伐採

され、戸建住宅 1 1 5戸 を立てる計画

が進行中。これに伴 う生活道路であ

る市道の付け替えに対 し、中止を求

める播鶴那鵬漏儀民観体都弓逮き

穐鹿翻`容 議会で不揺銀とならた。

並木 3丁 目の住民からは、 1 0階

建てマンションの建設計画の変更を

求める議醸赫鋳嬢黒経目慮縄麹毬

縄慮。

竹園 3丁 目の公務員宿合跡地では

年体時のアスベス ト飛散P H 3ほが発生

し、一次解体を中断。その後、臨逸

俊民極事欝替歯で寵鶴を験 8】つつ、

解鰐量事籍蓮縮中である。

今議会では継続喜説中の詰懐 2件 と , 2月 議会へ提出された
請聴  陳 情 3年 の霞議が行われました。

なお、廠 の 「宗教法人幸福の科学 『つくば支部』建設に反対する請康Jと 「民間保育所運営責の子は続B5確保に関

する環晴Jは 、さらに客毒が必要と訥められ閉会中の継続審議となりました。
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市は関東財務周がRJr地を売云Dするに当たり、「鶴趨綾晨

饉の卜零密魅を館輸1窃伸渉ら、高較や寵麹腫騒寵じ冨膠鰺帥」

旨の要望書を平成 16年 10月 に出しているが、全く無視

された形。本議会で市長ほ 「現行の法律では絹待Jは難しい。

良好な環境 景 観を作るべきではあるが、上憧法との調整

が必要である。地域住民との話し合いも必要。Jと 答弁。

また担当旨B局は 「隣地との距離に応じた高さの霧高限度を

者えるような条例/4r検討する。どと答弁した。

今回、松代 5丁 目の請願 (右園みi3事参照)を 付託された

都市建設常任委員会は、請願を不採択とする一方、「鏑づ

く&】館鶴域る観震翁露麟鶴築を藤める濃議寵 」を提出し、

本会議で食釜中数で擦韻 された。

「建築基準法や都市.T固法さえ守ればなんでもできるJ

という現状では、魅力あるつくばのまろづくりはとうてい

望めない。つくば市が早患に景観条例やまろづくり条例の

制定に向けて市民参力国の形で着手するよう、つくば 市 民

ネットワークでは行政に訴え続|すます。

i    襲 轡Å鐘轟む申べ襲畿
: 市 議会終了後、市議会議員の永丼悦子と瀬戸裕美子を交え、身近なまちづく

:り の問題について情報交換や話し合いをしています。今回のおしゃべり会は2

:月 に計画中です。詳しい日程 場 所については,年 明け1月 に配布予定のつく

:ば  市 民ネットワーク通信5号 とホームページに掲載します。
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